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1. はじめに 
近年, 情報技術の発展に伴い高次元のデータを扱う機

会が増え, パターン認識の分野においてはデータを低次

元化する特徴選択が重要な処理となっている. 本稿では

探索域を変えながら特徴部分集合を求める, 新たな特徴

選択法を提案する.  

2. 特徴選択 

特徴選択は元のデータに含まれる特徴の内, 不適切ま

たは冗長な特徴と取り除き, できるだけ識別精度を落とさ

ずにデータを低次元化することである. 特徴選択法の分

類の中にはラッパー法とフィルター法が存在する. ラッパ

ー法は選択する特徴部分集合を変えながら, 識別器を構

成, 評価をおこない最適な特徴部分集合を探索する方法

である. 一方, フィルター法は特徴をなんらかの基準をもと

に順位をつけて各特徴を選択していくことで特徴部分集合

を決定する方法である.  

一般にラッパー法は実際の識別器により評価を行うため

識別精度は高くなるが, 識別器を大量に作るため計算コス

トが高い. フィルター法はラッパー法に比べ, 計算コストは

低いが識別精度が低いとされている. 近年では, ラッパー

法とフィルター法を組み合せて使う手法が多く提案されて

いる[1, 2].  

3. 提案手法 

本提案では𝑑次元のデータから𝑑′次元 (𝑑 > 𝑑’) を選択

する問題を考える. はじめに, 元データの特徴を用いてフ

ィルター法により特徴ランキングを求める. 次に特徴をラン

キング順に𝑔個単位の特徴グループに分割する. この特

徴グループを利用しラッパー法による探索をおこなう. 最

初は最上位の特徴グループに属する𝑔個の特徴から現在

よりも高評価の特徴部分集合を探索する. そのような特徴

部分集合が存在した場合は解を更新し, 次回の探索域を

最上位の特徴グループにする. 現在よりも高評価の特徴

部分集合が存在しなかった場合は, 次回の探索域を一つ

下位の特徴グループにする. これを繰り返し, 最下位の

特徴グループでも現在より高評価の特徴部分集合が見つ

からなければ停止する(図 1).  

この方法は, 各特徴が評価される機会の多さをフィルタ

ー法によるランキングで重みづけすることができる. これに

よりフィルター法による閾値を用いた特徴選択では捨てら

れるランキング下位の特徴が選択される可能性を残しつつ, 

計算コストを抑えることができる.  

4. 実験及び結果 

提案手法の有効性を確認するために, 高次元データを

持つ文書分類問題である real-sim（クラス数: 2, 特徴数: 

20958, データ数: 72309）を用いて実験をおこなった. 本 

図 1. 提案手法の概要 

 

実験ではデータは訓練用データ 52309 個, テストデータ 

20000 個に分割した. このデータから 10 個の特徴を選択

する(𝑑′ = 10)こととする. 特徴ランキングを求めるフィルタ

ー法はRFE-SVMを用い, ラッパー法にはplus-1-minus-1

探索と SVM による識別率による評価値を用いた. 特徴グ

ループには 100 個の特徴を入れる(𝑔 = 100). その結果, 

毎回全特徴を探索する方法に比べ, 高速に解の探索をお

こなうことができた(表１). 

表 1. 実験結果 

方法 時間 (秒) 識別率 (%) 

提案手法 25410 81.99 

全域探索 107462 81.99 

 

5. まとめ 

特徴の探索域を変えながら探索をおこなうことで効率的

に解を求めることができた. 今後は, 特徴グループの特徴

数𝑔や用いる特徴ランキングによる結果の比較をしたい. 
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